
・

天
保
十
三
年

（

一
八
四
二
）

二
月
十
九
日

諸
生
遊
山
。
放
学
。
午
牌
奥
様
園
。
鉄
之
助
。
及
家
人
姫
使
。
散

行
観
花
。
順
三
郎
従
行
。
詣
黒
男
嗣
。
遊
岳
林
寺
。
憩
於
竹
中
安
兵
衛
店
。（
略

）

発
行
厨
。
其
家
亦
供
酒
飯
。
申
牌
帰
家
。
是
日
天
気
清
明
。
彼
岸
桜
正
開
。
未
及

他
花
。

な
ど
と
あ
る
。

黒
男

嗣

は
羽

野
天

満
宮

で
述

べ
た

「
坂

迎
え

」

に
か

か
わ

つ
て
、
筑

後
方

面

へ
の

旅

の
行

き
帰

り

の
送

迎

の
場

と

も
な

つ
て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

例

え
ば

天
保

十

三
年

（

一
八

四

二
）

の
淡
窓

の
大
村
行

か
ら

の
帰
り

に
あ
た

っ
て

は
、

十

二
月

二
日
朝
。

石
井
新
作

力
招

二
応
ズ
。

新
作

ハ
和

一
郎
力

兄

ニ
シ
テ
、
吉

井

ノ
大
庄
屋
ナ
リ
。
伊
織
・

祐
之
従
行
セ
リ
。
ソ
レ
ヨ
リ
古
賀
氏

二
至
り
、
従
母
ノ

病

ヲ
訪

フ
。
先

日

ノ
腫

物
、

近
比
潰

エ
タ

ル
由

l〓
ア
、
床

二
臥

シ
玉

ヘ
リ
。
気

力

ハ
疲

レ
タ

レ
ト

モ
、
苦

痛

ノ

コ
ト

ハ
無

シ
ト

ソ
。
吉

井

ノ
諸

子
、
皆

街

ロ

マ
デ

送

リ
テ
別
レ
タ
リ
。
千
束
町

二
到
リ
テ
宜
園

ノ
諸
生
数
人
来
り
迎

ヘ
タ
リ
。
介

石
其

冠

タ

リ
。
魚

屋
隆

助

ヲ
訪

フ
。

止

メ
テ
酒

ヲ
饗

セ

ン
ト

ス
。

辞

シ
テ
去

リ

シ

l「

輯

ノ
中

二
杯
ヲ
持
チ
来
リ
テ
、
数
杯

ヲ
勧

メ
タ
リ
。
隈
上
ヲ
過
グ
。

玉
井
養
純
、

浅
井
恒
吉
、
出
テ
迎

へ
テ
。
茶
菓
ヲ
饗

ス
。
保
木

二
到
ル
。
諸
生
数
十
人
、
此
虞

二
相

マ
テ
リ
。
長

谷

二
到

ル
。
範
治

、
諸

生
十
余

人

ヲ
卒

ヰ

テ
来

り
迎

フ
。

一
店

ヲ
カ
リ

テ
、
斎

ス
所

ノ
行

厨

ヲ
発

シ
テ
、

予

二
羞

ム
。
時

ヲ
移

シ
テ
出

ツ
。

入
江

ノ
浮
橋

二
到

ル
。
棟
園
、
鉄
之
助
、
五
郎
兵
衛
、
元
春
来
り
迎

フ
。
黒
男
嗣

二
至

ル
。
家
人
皆
此
庭

二
在
り
。
茂
、
石
舟

モ
其
中

二
在
り
。
叉
行
厨
ヲ
発
シ
テ
飲
宴

ス
。

暮

二
及

ン
テ
家

二
達

ス
。
饗
応

ヲ
設

ケ
タ
リ
。

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
淡
窓

の
大
村
か
ら

の
帰
途
、
筑
後

の
「
吉
井
」
で
は
門
人

の
兄
で

あ
る
大
庄
屋
石
井
新
作

の
迎
え
う
け
た
が
、
吉
井
を
発

つ
と
き
門
下
生
諸
子
が
町

口
で

見
送

っ
た
。
そ
し
て
隣

の
「
千
束
」
で
は
門
人
と
そ
の
家
族
が
迎
え
た
。
さ
ら
に
日
田

郡
に
近

い
「
保
木
」
で
は
門
生
数
十
人
が
出
迎
え
て
い
る
。

日
田
の
地
ま
で
な
お
距
離

を
残

す

こ
れ
ら

の
地

で

の
、
道

々
の
歓

迎
ぶ

り

は
た
だ

驚

く
ば

か
り

で
あ

る
。
普

段
、

日
田

の
地

を
出

る
こ
と

の
少
な

か

っ
た
淡
窓

師
が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
門

下
生

の
郷
里

を
通

る
の
で
あ
る
。
大
挙
し
て
迎
え
る
姿

に
、
門
下
生

の
師

へ
の
深

い
尊
敬
と
思
慕
が
見
え

る
よ
う

で
あ
る
。

そ

の
後
、
淡
窓

一
行
は
日
田
郡
域
に
入
る
が
、
ま
ず

「
長
谷
」
で
は
範
治
が
門
生
十

余

人
を
率

い
て
迎
え

、

こ
こ

で
行
厨

を
開

い
て

い
る
。

そ
し

て

「
入
江
」

の
浮
橋

に
は

様
園
、
鉄
之
助
、
五
郎
兵
衛
、
元
春
が
出
迎
え
た
。
こ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
歩

い
て
、
い

わ
ば
最
後
の
出
迎
え

の
場
と
な

つ
た

の
が
、
他
な
ら
ぬ
黒
男
嗣
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
家
人
皆
集
ま

っ
て
行
厨
を
開
い
た
。
そ
し
て
無
事
に
帰
宅
、
こ
こ
で
も
饗

応
が

行
わ

れ
る

の
で
あ

る
。

ま
さ

に
門
人
、
家

族
総

出

で

の
出
迎
え

で
あ

つ
た
。

星
隈
山
（
図

1
・
33
）

盆
地

の
西
部

で
は
星

隈
山

と
そ

の
周

辺
に
も

足
を
運

ん

で

い
る
。

・

天
保
二
年

（

一
八
三

一
）

一
月
十
七
日
。
謙
吉
、
東
雄
、
轍
、
春
棟
、
俊
亮
卜
散
歩
シ
テ
三
郎
丸

ニ
イ
タ
ル
。

星
隈

：
ノ
ボ

ル
。
小
山
ナ
リ
。
永
山
ヲ
月
隈
、
亀
山
ヲ
日
限
、
此
地

ヲ
合
セ
テ
三

隈

卜
称

ス
。

但

シ
此

地

ハ
其

説
、

明
白
ナ

ラ

ツ
。
其

規
模

二
隈

二
比

ス

レ

ハ
小
ナ

2 0

リ
。

山
上

二
神

岡

ア
リ
。

此

二
息

フ
テ
行

厨

ヲ
開
ケ
リ
。
余
、
詩
ア
リ
。

星
隈
山
は
い
う
ま
で
も
な
く
日
隈
山
、
月
隈
山
と

並

ん

で

日

田

の
三

隈

と
呼

ば

れ
た

と

こ
ろ

で
あ

る
。
山
上
に
は
星
隈
神
社
が
あ
り
、
全
山
雑
木
に

覆
わ
れ
、
山
脚
は
花
月
川
に
臨
み
、
三
隈
川
と

の

合
流
点
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
山
腹
に
は
数
十

の
横
穴
古
墳
が
あ
り
、
山
麓
に
は
大
型

の
横
穴
式

石
室
を
持

つ
三
郎
丸
古
墳
が
あ
る
。

星隈山


